
先  1  

22． 7． 12  

第2項先進医療の新規届出技術について  
（5月受付分）  

整理  保険給付されない費用※1滅2  保険給付される費用※2 （「外  受付日※3   
事前評価  

技術名   適応症等  担当構成員  総評  その他  
番号  （「先進医療に係る費用」）   保険併用療養費」）  

（敬称略）  
（事務的対応等）   

遺伝子発現解析による関節 マンフ  
214   リウチ生物学的製剤イ   マン 

11万8千円  15万8千円   H22．4．28  
く1回）  

返戻（取り下げ）   

リキシマブの効果予測検査   

lL28Bの遺伝子型測定によ  
215   るインターフェロン治療効果  

2万2千円  
（1回）   

4千円   H22且11   浪速 清明   適   別紙1   

予測   あるものに限る。  

※1医療機関は患者に自己負担を求めることができる。  
※2 典型的な1症例に要する費用として申請医療機関が記載した額。  
※3 原則として21日以降の受付の場合は翌月受付分として処理している。   

【備考】  
O「第2項先進医療」は、薬事法上の未承認又は適応外使用である医薬品又は医療機器の使用を伴わず、未だ保険診療の対象に至らない先進的な医療技術。  
O「第3項先進医療（高度医療）」は、薬事法上の未承認又は適応外使用である医薬品又は医療機器の使用を伴い、薬事法による申請等に繋がる科学的評価可能なデータ収集の迅速化を図ることを  
目的とした、先進的な医療技術。   



第2項先進医療の新規届出技術について  
（届出状況／6月受付分）  

先  2  

22． 7． 12  

整理  
技術名   適応症等   保険給付されない費用※1※2  保険給付分※2  

番号  （「先進医療に係る責用」）    （「保険外併用療養費」）   
受付日※3   

216   
根治的前立腺全摘除術における内視鏡下手術用ロ ポット支（前立がんにるものにる 87万円  
援腺係限。）   （1回）   

65万4千円   H22．6．16   

内視鏡手術支援ロボット（daVinciSSurgicaISystem）  
胃腫痛   

100万9千円  
217   による胃手術  

（1回）   

93万8千円   H22．5．28   

鎮痛薬の内服および点滴、神経ブロック、理学  
218  腰椎椎間板ヘルニアに対する椎間板内カロ圧注射療法   療法などの保存的治療に抵抗した難治性稚問  5万2千円  

（1回）   

3万8干円   H22月．14   
板ヘルニアを適応とする。  

※1医療機関は患者に自己負担を求めることができる。  
※1典型的な1症例に要する費用として申請医療機関が記載した額。  
※2 原則として21日以降の受付の場合は翌月受付分として処理している。   

【備考】  

O「第2項先進医療」は、薬事法上の未承認又は適応外使用である医薬品又は医療機器の使用を伴わず、未だ保険診療の対象に至ちない先進的な医療技術。  
O「第3項先進医療（高度医療）」は、薬事法上の未承認又は適応外使用である医薬品又は医療機器の使用を伴い、薬事法による申請等に繋がる科学的評価可能なデータ収集  
の迅速化を図ることを目的とした、先進的な医療技術。   



高度医療評価会議において承認された新規技術に  
対する事前評価結果等について  

先   －  

22． 7．  

整  
理   

事前評価 担当成  
技術名  構員  適応症   医薬品・   保険給付されない費用※1※z   保険給付される費用※2   その他   

番  
（敬称略）   

医療機器情報   （「高度医療に係る費用」）  （「保険外併用療養費」）   （事務的対応等）   

両側性■■感音難聴。ただし、高  メドエルジャパン株式会社製   
一般名：人工内耳  

007  残存聴力活用型人工内耳挿入術  竹中 洋  適   音急墜あるいは漸傾型の聴力像を  呈する場合に限る 311万2千円※3   35万4千円   別紙2   

。  

スピーチプロセッサDUET2  

塩野義製薬株式会社製  レプチン投与2年目までの患  
025  脂肪萎縮症に対するレプチン補充  福井 次夫  適   

脂肪萎縮症  一般名：組換え型メテオニルヒトレプチン   11万1千円※4  者の場合：27万2干円   

療法  （metreIeptin、KTRlO3）   （6回）   
レプチン投与3年目以降の患  別紙3  

製品名：未定  者の場合：13万4千円   

※1医療機関は患者に自己負担を求めることができる。  
※2 典型的な1症例に要する費用として申請医療機関が記載した額。  
※3 患者負担は約8万2千円であり、差額は企業が負担予定。  
※4 試験薬であるmetreLeptinは企業より無償提供される。   

備考】  
O「第2項先進医療」は、薬事法上の未承認又は適応外使用である医薬品又は医療機器の使用を伴わず、未だ保険診療の対象に至らない先進的な医療技術。  

O「第3項先進医療（高度医療）」は、薬事法上の未承認又は適応外使用である医薬品又は医療機器の使用を伴い、薬事法による申請等に繋がる科学的評価可能なデータ収  
集の迅速化を囲ることを目的とした、先進的な医療技術。   




